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院長からオープニング
のご挨拶

4月29日（金）、ゴールデンウィークの初日に、いろうレストラン・キッズを開催しました。

これまでも成人の胃瘻患者さんとご家族向けにレストランを開催していましたが、今回は子ども向けということで、初めての試み
でした。当日は4組のご家族が、ご両親やきょうだいと一緒に参加してくださいました。当日までに嚥下検査を行い、それぞれの

お子さんの摂食嚥下機能を把握したうえで、安全に食事しやすいように食形態や食事姿勢を個別に整えました。また、何か
困ったことが起きた時に対応できるよう、医師、看護師などの医療スタッフが待機しながらの開催でした。スタッフは愛くるしい
子どもたちのために、いつもにも増して（いえいえ、いつも一所懸命です！）張り切って準備を整えました。メニューはご覧のよう
にどれもかわいいものばかり。もちろん味も抜群です。ご家族も楽しめるように、常食も用意させていただきました。
いつもは摂食指導という診療の場ですが、この日はご家族とスタッフと一緒にとても楽しい時間を過ごさせていただきました。

これからもこのような企画をどんどん進めていきたいと思っています。ありがとうございました♡

はい、あーん！ さあどうぞ！ 美味しいよ！ 鯉のぼりの前ではい、チーズ

オードブル！

白くまくんのカレー スィーツ！

猫ちゃんにお布団かけて
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日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

・アクセス JR中央線 東小金井駅 南口 目の前
・連絡先 〒184-0011 東京都小金井市東町4-44-19

℡ 042-316-6211 Fax 042-316-6212
・診療時間 午前9：30-12：00 午後13：00-17：00（最終予約16：00） ※完全予約制
・外来

月 火 水 木 金 土

摂食外来 ○ ○

休

診

○ ○ ○

言語外来 ○ ○ ○ ○ ○

スペシャルニーズ歯科外来 ○ ○ ○

口腔外科外来 ○

年末年始・創立記念日・祝祭日を除く
・訪問口腔リハビリテーション
・訪問嚥下機能評価（VEほか）
・訪問栄養指導 随時ご相談ください。
・ＣＴ撮影サービス
・矯正歯科相談
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連携研修会のお知らせ

摂食嚥下研修会
「食べるを支える」
平成28年度第２回:
平成28年９月６日（火）19時
会場；
小金井宮地楽器ホール
（小金井市民交流センター）

摂食嚥下研修会
発達期障害の理解を深める！
平成28年度第１回:
平成28年７月４日（月）18時半
会場；
日本歯科大学
口腔リハビリテーション多摩クリニック

優秀発表賞 連続受賞！！

2016年4月14日から17日まで、アメリカシカゴにて、国際障害者歯科学会で
ある23rd iADH with the SCDA 28th Annual Meeting が開催され、口腔リハビ
リテーション科では6名が参加、発表しました。若手研究者として、古屋裕康

先生と佐川敬一朗先生の両名がアワードをダブル受賞いたしました！古屋
裕康先生は2014年のベルリンでの学会に引き続き、連続受賞です。

そしてなんと！
去る6月18日19日に徳島で行われた第27回日本老年歯科

医学会にて、佐川敬一朗先生が課題講演優秀賞を受賞し
ました！国際学会に続いての連続受賞です。
臨床に研究に大活躍です！

地域における嚥下調整食の実態調査

肺炎患者への支援において、適切な評価に基づき、摂食嚥下機能に合致した嚥下調整食の提
供はかかせません。一方、地域において統一された嚥下調整食の段階が存在せず、さまざまな
名称が混在しているため、地域において一貫した支援が困難な状況が考えられます。そこで、口
腔管理の一つの側面である、地域における嚥下調整食の段階の統一、および質の高い嚥下調
整食の提供を目的として、嚥下調整食の実態を調査し、適切な情報共有システムの構築に向け
て検討しました。

東京都北多摩南部医療圏および近接地域に立地する病院、施設（特養、老健、通所介護施設、
通所リハ施設）409か所に質問表を送付し、日本摂食嚥下リハビリテーション学会嚥下調整食分
類2013に基づき、提供されている嚥下調整食およびとろみの具合について調査しました。
回答があった136施設のうち、嚥下調整食の提供がある施設は88施設でした。提供している嚥
下調整食の基準にしている指標としては、60％の施設で基準を持たず、患者または利用者が他

施設へ移動する際には、施設独自の食形態呼称で情報提供していました。病院は嚥下調整食
の種類が多い傾向がみられましたが、各施設間で偏りがありました。とろみに関しては、全体的
に中間のとろみを提供している割合が高く、種類は施設が最も多かくみられました。嚥下調整食
はさまざまな名称で提供されており、最も名称が多かった副食コード4では、約70種類存在しまし
た。とろみに関しては、名称は同じでも、各施設間で異なる場合が多くみられました。

嚥下調整食に関する実態が明らかとなり、各ステージでの嚥下調整食の段階の統一と質の高
い嚥下調整食の提供を実現するために、環境整備に向けて地域全体で取り組んでいく必要性が
考えられました。

本研究は、日本医療総合研究機構「地域包括ケアにおける摂食嚥下および栄養支援のため
の評価ツールの開発とその有用性に関する検討 主任研究者：菊谷 武」によって行われました。

受賞発表内容


